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研究成果の概要（和文）：本研究は，①各言語が共通に使えるシラバスや基盤的教材の開発をすること②外国語の使え
る学習者を増やすこと③学習者に言語使用を通して，東アジアとの，およびグローバルな交流を目指す視点を持たせる
ことを目的として実施された。
このための基礎資料として，2012年5月,10月に各地の大学において第2外国語（ドイツ語，フランス語，中国語，スペ
イン語，韓国語，ロシア語）の学習者2万名あまりを対象として，外国語学習の動機に関するアンケート調査を実施し
た。その調査から，個別言語の動機付け並びに言語を横断し，各言語学習の特色を他言語との比較における解明を，20
13年，2014年の語学教育エキスポにおいて発表した。

研究成果の概要（英文）：This research aims to develop educational materials and curricula common 
languages, to increase learners who can use the foreign language, as well as to develop, through the 
practice of foreign languages, the views of the global exchange in East Asia.
The investigation into the motivation of learning foreign language, German, French, Chinese, Spanish, 
Korean and Russian, with 20,000 students is realised in May and October 2012. The survey demonstrated the 
characteristics of motivation learning of foreign languages and the comparison between them.

研究分野：言語教育学
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１．研究開始当初の背景	
 
	
 日本の外国語教育は岐路に立たされている。
外国語教育で集中の進む英語は，「日本人育成の
ための行動計画」などにより，教育の具体的成
果を求められてくる傾向から，TOEIC 頼みの授
業が一時盛んであった。しかし，これによって
TOEIC のスコアを多少あげることはできても，
英語の使える日本人の育成には程遠いことが認
識されつつある。そのためか，多くの英語教育
研究者が，『ヨーロッパ言語共通参照枠』（以降
CEFR）を基盤に英語力の指標を作成する研究に
従事し始めた。しかし，その研究の多くは，勤
務校の英語カリキュラムに関わるものであり，
異なる学校間では，能力記述やレベルがまちま
ちで共通性はない。また，ほとんどの研究が能
力指標の設定にとどまっており，CEFR の本質的
な特徴である複言語・複文化主義について，ま
たその実現に不可欠な部分的能力に関する研究
はほとんど見られない。	
 
	
 
２．研究の目的	
 
	
 本研究の目的は，英語，フランス語，ドイツ
語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語，ロシ
ア語そして日本語教育の研究者および実践者が
一堂に結集して，学習に興味を持たせていない，
また外国語の使える学習者を十分に養成してい
ない日本の言語教育の大幅な改善を目指すこと
にある。具体的な改善目標は，①各言語が共通
に使えるシラバスや基盤的教材の開発をするこ
と，②外国語の使える学習者を増やすこと，③
学習者に言語使用を通して，東アジアとの，お
よびグローバルな交流を目指す視点を持たせる
ことなどである。 
	
 
３．研究の方法	
 
	
 外国語学習の動機に関するアンケート調査の
分析を進め，それぞれの外国語学習の動機には
どのような特色があるのかを解明し，その分析
に基づき，各言語が共通に使えるシラバスや基
盤的教材の開発を進める。	
 
	
 
４．研究成果	
 
①各言語が共通に使えるシラバスや基盤的教材
の開発をすること 
②外国語の使える学習者を増やすこと 
③学習者に言語使用を通して，東アジアとの，
およびグローバルな交流を目指す視点を持たせ
ることなどである。 
	
 ①に関して，その研究のために，中国語と韓
国語を中心に研究されている『学習のめやす』
が他の外国語に応用できるか検討した。 
	
 また基礎研究資料として，2012 年 5 月,10 月
に全国各地の大学において第 2外国語（ドイツ
語，フランス語，中国語，スペイン語，韓国 
	
 語，ロシア語）の学習者 2万名あまりを対象
として，外国語学習の動機に関するアンケート
調査を実施した。これについては，個別言 
	
 語の動機付け並びに言語を横断し，それぞれ
の言語学習の特色を他の言語との比較する分析
を実施した。さらに動機付けに関する質的研究

の分析も実施し，2015年 3月の言語教育エキ
スポにおいて発表した。 
	
 ②に関しては，上記した全国調査には，外
国語が使える学習者を増やすために中等教
育に携わる外国語科の教員が自己省察をし
ながら成長するためのめやす作成の調査項
目も含んでいる。 
	
 ③に関しては，講演会，シンポジウム，ワ
ークショップ，学会などへの参加などを通じ
て，問題意識を深め，課題を明らかにした。 
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